
(57)【要約】

【課題】系統側が停電すると、連系運転を実行すること

ができないため、燃料電池自体の劣化に繋がる。

【解決手段】燃料電池２Ｂと、第一系統３と、一般負荷

４と、燃料電池からの直流電力を交流電力に変換し、こ

の交流電力を一般負荷に供給するパワコン装置２Ｃと、

第一系統からの電力で燃料電池の稼動に必要な動作を実

行する補機２Ａとを有し、パワコン装置は、燃料電池及

び第一系統間の連系運転を実行する燃料電池コージェネ

レーションシステム１であって、第二系統５と、第一系

統側の停電を検出すると、第一系統から第二系統に切替

えて、第二系統から補機に交流電力を供給し、補機への

電力供給に応じて、燃料電池及び第二系統間の連系運転

を開始することで余剰電力配分制御動作を実行可能にし

たコントローラ６とを有している。

【選択図】図１

JP 2007-242528 A 2007.9.20



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
直 流 電 力 を 発 電 す る 燃 料 電 池 と 、 商 用 電 源 で 構 成 す る 第 一 系 統 と 、 前 記 燃 料 電 池 及 び 前 記
第 一 系 統 間 に 配 置 さ れ た 一 般 負 荷 と 、 前 記 燃 料 電 池 か ら の 直 流 電 力 を 交 流 電 力 に 変 換 し 、
こ の 交 流 電 力 を 前 記 一 般 負 荷 に 供 給 す る パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ 装 置 と 、 前 記 第 一 系 統 か ら
の 電 力 供 給 で 前 記 燃 料 電 池 の 稼 動 に 必 要 な 動 作 を 実 行 す る 補 機 と を 有 し 、 前 記 パ ワ ー コ ン
デ ィ シ ョ ナ 装 置 は 、 前 記 燃 料 電 池 及 び 前 記 第 一 系 統 間 の 連 系 運 転 を 実 行 す る こ と で 余 剰 電
力 配 分 制 御 動 作 を 実 行 可 能 に す る 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 第 一 系 統 側 の 停 電 を 検 出 す る 停 電 検 出 手 段 と 、
　 前 記 第 一 系 統 と は 異 な る 電 源 で 構 成 す る 第 二 系 統 と 、
　 前 記 停 電 検 出 手 段 に て 前 記 第 一 系 統 側 の 停 電 を 検 出 す る と 、 前 記 第 一 系 統 か ら 前 記 第 二
系 統 に 切 替 え て 、 前 記 第 二 系 統 か ら 前 記 補 機 に 交 流 電 力 を 供 給 し 、 前 記 補 機 へ の 電 力 供 給
に 応 じ て 、 前 記 燃 料 電 池 及 び 前 記 第 二 系 統 間 の 連 系 運 転 を 開 始 す る こ と で 前 記 余 剰 電 力 配
分 制 御 動 作 を 実 行 可 能 に し た 制 御 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ
ー シ ョ ン シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 二 系 統 は 、
　 直 流 電 力 を 蓄 電 し た 蓄 電 池 と 、
　 前 記 蓄 電 池 か ら の 直 流 電 力 を 交 流 電 力 に 変 換 す る 第 二 系 統 側 パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ 装 置
と を 有 し 、 前 記 制 御 手 段 か ら の 指 示 に 基 づ き 、 前 記 蓄 電 池 及 び 前 記 第 二 系 統 側 パ ワ ー コ ン
デ ィ シ ョ ナ 装 置 を 起 動 し て 、 前 記 第 二 系 統 側 パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ 装 置 か ら 交 流 電 力 を 前
記 補 機 に 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 一 系 統 側 の 停 電 復 旧 を 検 出 す る 停 電 復 旧 検 出 手 段 を 有 し 、
　 前 記 制 御 手 段 は 、
　 前 記 停 電 復 旧 検 出 手 段 に て 前 記 第 一 系 統 側 の 停 電 復 旧 を 検 出 す る と 、 前 記 第 二 系 統 か ら
前 記 第 一 系 統 に 切 替 え て 、 前 記 第 一 系 統 か ら 前 記 補 機 に 交 流 電 力 を 供 給 し 、 前 記 補 機 へ の
電 力 供 給 に 応 じ て 、 前 記 燃 料 電 池 及 び 前 記 第 一 系 統 間 の 連 系 運 転 を 再 開 す る こ と で 前 記 余
剰 電 力 配 分 制 御 動 作 を 実 行 可 能 に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 燃 料 電 池 コ
ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ 装 置 及 び 前 記 第 一 系 統 間 を 電 気 的 に 接 続 す る 切 替 手 段 を 配 置 し
、
　 前 記 制 御 手 段 は 、
　 前 記 停 電 検 出 手 段 に て 前 記 第 一 系 統 側 の 停 電 を 検 出 す る と 、 前 記 パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ
装 置 及 び 前 記 第 一 系 統 間 の 電 気 的 接 続 を 遮 断 す べ く 、 前 記 切 替 手 段 を 制 御 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か 一 に 記 載 の 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム 。

                                                                              
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 燃 料 電 池 の 稼 動 に 必 要 な 改 質 器 等 の 補 機 を 使 用 す る 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ
ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の よ う な 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム と し て は 、 商 用 電 源 等 の 系 統
と 、 系 統 か ら の 電 力 供 給 で 、 例 え ば 天 然 ガ ス や 灯 油 等 の 燃 料 を 改 質 し て 水 素 を 抽 出 す る 改
質 器 等 の 補 機 と 、 こ の 水 素 と 空 気 中 の 酸 素 と を 反 応 さ せ る こ と で 直 流 電 力 を 発 電 す る 燃 料
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電 池 と 、 燃 料 電 池 及 び 系 統 間 に 配 置 さ れ た 、 例 え ば 家 電 機 器 等 の 一 般 負 荷 と 、 燃 料 電 池 か
ら の 直 流 電 力 を 交 流 電 力 に 変 換 す る パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ 装 置 （ 以 下 、 単 に パ ワ コ ン 装 置
と 称 す る ） と を 有 し 、 パ ワ コ ン 装 置 は 、 燃 料 電 池 及 び 系 統 間 の 連 系 運 転 を 実 行 し て 、 一 般
負 荷 に 電 力 供 給 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 パ ワ コ ン 装 置 は 、 燃 料 電 池 及 び 系 統 間 の 連 系 運 転 中 に お い て は 、 一 般 負 荷 の 負 荷
量 が 減 少 し た と し て も 、 燃 料 電 池 の 出 力 量 を 変 動 さ せ る こ と な く 、 そ の 余 剰 電 力 を ダ ミ ー
負 荷 に 供 給 す る 余 剰 電 力 配 分 制 御 動 作 を 実 行 す る こ と が で き 、 こ の 余 剰 電 力 配 分 制 御 動 作
を 実 行 す る こ と で 急 激 な 出 力 変 動 に 伴 う 燃 料 電 池 自 体 の 劣 化 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム に よ れ ば 、 系 統 側 で
停 電 が 発 生 す る と 、 系 統 か ら 補 機 へ の 電 力 供 給 が な く な る た め 、 補 機 の 稼 動 が 停 止 し 、 そ
の 結 果 、 燃 料 電 池 の 発 電 動 作 が 停 止 し て し ま う こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 従 来 の 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム に お い て は 、 無 停 電 電 源 を 予 め
準 備 し て お き 、 系 統 側 の 停 電 を 検 出 す る と 、 無 停 電 電 源 か ら 補 機 に 電 力 を 供 給 す る よ う に
し た の で 、 系 統 側 が 停 電 し た と し て も 、 補 機 の 稼 動 が 停 止 す る こ と は な く 、 燃 料 電 池 の 発
電 動 作 を 継 続 す る こ と が で き る も の で あ る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ０ ３ １ ４ ５ 号 公 報 （ 要 約 書 及 び 図 1参 照 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ の 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム に よ れ ば 、 系
統 側 の 停 電 を 検 出 す る と 、 無 停 電 電 源 か ら 補 機 に 電 力 を 供 給 す る よ う に し た が 、 系 統 が 停
電 状 態 で あ る こ と か ら 、 パ ワ コ ン 装 置 で は 連 系 運 転 か ら 自 立 運 転 に 移 行 し て し ま う こ と に
な る 。 そ の 結 果 、 パ ワ コ ン 装 置 で は 、 自 立 運 転 に 移 行 す る と 、 余 剰 電 力 配 分 制 御 動 作 を 実
行 す る こ と が で き な い こ と か ら 、 一 般 負 荷 の 負 荷 量 に 追 従 し た 出 力 と な り 、 こ の よ う な 急
激 な 出 力 変 動 で 燃 料 電 池 自 体 が 劣 化 し て し ま う こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 上 記 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 系 統
側 で 停 電 が 発 生 し た と し て も 、 連 系 運 転 を 行 う こ と で 余 剰 電 力 配 分 制 御 動 作 を 実 行 可 能 に
し 、 そ の 結 果 、 急 激 な 出 力 変 動 を 防 止 す る こ と で 燃 料 電 池 自 体 の 劣 化 を 確 実 に 防 止 す る こ
と が で き る 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 の 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム は 、 直 流 電
力 を 発 電 す る 燃 料 電 池 と 、 商 用 電 源 で 構 成 す る 第 一 系 統 と 、 前 記 燃 料 電 池 及 び 前 記 第 一 系
統 間 に 配 置 さ れ た 一 般 負 荷 と 、 前 記 燃 料 電 池 か ら の 直 流 電 力 を 交 流 電 力 に 変 換 し 、 こ の 交
流 電 力 を 前 記 一 般 負 荷 に 供 給 す る パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ 装 置 と 、 前 記 第 一 系 統 か ら の 電 力
供 給 で 前 記 燃 料 電 池 の 稼 動 に 必 要 な 動 作 を 実 行 す る 補 機 と を 有 し 、 前 記 パ ワ ー コ ン デ ィ シ
ョ ナ 装 置 は 、 前 記 燃 料 電 池 及 び 前 記 第 一 系 統 間 の 連 系 運 転 を 実 行 す る こ と で 余 剰 電 力 配 分
制 御 動 作 を 実 行 可 能 に す る 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 第 一 系
統 側 の 停 電 を 検 出 す る 停 電 検 出 手 段 と 、 前 記 第 一 系 統 と は 異 な る 電 源 で 構 成 す る 第 二 系 統
と 、 前 記 停 電 検 出 手 段 に て 前 記 第 一 系 統 側 の 停 電 を 検 出 す る と 、 前 記 第 一 系 統 か ら 前 記 第
二 系 統 に 切 替 え て 、 前 記 第 二 系 統 か ら 前 記 補 機 に 交 流 電 力 を 供 給 し 、 前 記 補 機 へ の 電 力 供
給 に 応 じ て 、 前 記 燃 料 電 池 及 び 前 記 第 二 系 統 間 の 連 系 運 転 を 開 始 す る こ と で 前 記 余 剰 電 力
配 分 制 御 動 作 を 実 行 可 能 に し た 制 御 手 段 と を 有 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム に よ れ ば 、 系 統 側 の 停 電 を 検
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出 す る と 、 前 記 第 一 系 統 か ら 前 記 第 二 系 統 に 切 替 え て 、 前 記 第 二 系 統 か ら 前 記 補 機 に 電 力
を 供 給 し 、 前 記 補 機 へ の 電 力 供 給 に 応 じ て 、 前 記 燃 料 電 池 及 び 前 記 第 二 系 統 間 の 連 系 運 転
を 開 始 す る こ と で 前 記 余 剰 電 力 配 分 制 御 動 作 を 実 行 可 能 に し た の で 、 系 統 側 で 停 電 が 発 生
し た と し て も 、 連 系 運 転 を 行 う こ と で 余 剰 電 力 配 分 制 御 動 作 を 実 行 可 能 に し 、 そ の 結 果 、
急 激 な 出 力 変 動 を 防 止 す る こ と で 燃 料 電 池 自 体 の 劣 化 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム は 、 前 記 第 二 系 統 が 、 直 流 電 力
を 蓄 電 し た 蓄 電 池 と 、 前 記 蓄 電 池 か ら の 直 流 電 力 を 交 流 電 力 に 変 換 す る 第 二 系 統 側 パ ワ ー
コ ン デ ィ シ ョ ナ 装 置 と を 有 し 、 前 記 制 御 手 段 か ら の 指 示 に 基 づ き 、 前 記 蓄 電 池 及 び 前 記 第
二 系 統 側 パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ 装 置 を 起 動 し て 、 前 記 第 二 系 統 側 パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ 装
置 か ら 交 流 電 力 を 前 記 補 機 に 供 給 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム に よ れ ば 、 第 二 系 統 側 で は 、
制 御 手 段 か ら の 指 示 に 基 づ き 起 動 し 、 第 二 系 統 側 パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ 装 置 か ら 交 流 電 力
を 補 機 に 供 給 す る よ う に し た の で 、 系 統 側 で 停 電 が 発 生 し た と し て も 、 補 機 の 稼 動 を 継 続
し 、 そ の 結 果 、 燃 料 電 池 の 発 電 動 作 を 継 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム は 、 前 記 第 一 系 統 側 の 停 電 復 旧
を 検 出 す る 停 電 復 旧 検 出 手 段 を 有 し 、 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 停 電 復 旧 検 出 手 段 に て 前 記 第
一 系 統 側 の 停 電 復 旧 を 検 出 す る と 、 前 記 第 二 系 統 か ら 前 記 第 一 系 統 に 切 替 え て 、 前 記 第 一
系 統 か ら 前 記 補 機 に 交 流 電 力 を 供 給 し 、 前 記 補 機 へ の 電 力 供 給 に 応 じ て 、 前 記 燃 料 電 池 及
び 前 記 第 一 系 統 間 の 連 系 運 転 を 再 開 す る こ と で 前 記 余 剰 電 力 配 分 制 御 動 作 を 実 行 可 能 に し
た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム に よ れ ば 、 前 記 停 電 復 旧 検 出
手 段 に て 前 記 第 一 系 統 側 の 停 電 復 旧 を 検 出 す る と 、 前 記 第 二 系 統 か ら 前 記 第 一 系 統 に 切 替
え て 、 前 記 第 一 系 統 か ら 前 記 補 機 に 交 流 電 力 を 供 給 し 、 前 記 補 機 へ の 電 力 供 給 に 応 じ て 、
前 記 燃 料 電 池 及 び 前 記 第 一 系 統 間 の 連 系 運 転 を 再 開 す る こ と で 前 記 余 剰 電 力 配 分 制 御 動 作
を 実 行 可 能 に し た の で 、 第 一 系 統 側 が 停 電 復 旧 し た 場 合 、 燃 料 電 池 及 び 第 一 系 統 間 の 連 系
運 転 を 再 開 し て 余 剰 電 力 配 分 制 御 動 作 を 実 行 可 能 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム は 、 前 記 パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ
装 置 及 び 前 記 第 一 系 統 間 を 電 気 的 に 接 続 す る 切 替 手 段 を 配 置 し 、 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 停
電 検 出 手 段 に て 前 記 第 一 系 統 側 の 停 電 を 検 出 す る と 、 前 記 パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ 装 置 及 び
前 記 第 一 系 統 間 の 電 気 的 接 続 を 遮 断 す べ く 、 前 記 切 替 手 段 を 制 御 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム に よ れ ば 、 前 記 停 電 検 出 手 段
に て 前 記 第 一 系 統 側 の 停 電 を 検 出 す る と 、 前 記 パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ 装 置 及 び 前 記 第 一 系
統 間 の 電 気 的 接 続 を 遮 断 す べ く 、 前 記 切 替 手 段 を 制 御 す る よ う に し た の で 、 第 一 系 統 側 の
停 電 復 旧 に 伴 う 過 電 圧 保 護 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 の 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム に よ れ ば 、 系
統 側 の 停 電 を 検 出 す る と 、 前 記 第 一 系 統 か ら 前 記 第 二 系 統 に 切 替 え て 、 前 記 第 二 系 統 か ら
前 記 補 機 に 電 力 を 供 給 し 、 前 記 補 機 へ の 電 力 供 給 に 応 じ て 、 前 記 燃 料 電 池 及 び 前 記 第 二 系
統 間 の 連 系 運 転 を 開 始 す る こ と で 前 記 余 剰 電 力 配 分 制 御 動 作 を 実 行 可 能 に し た の で 、 系 統
側 で 停 電 が 発 生 し た と し て も 、 連 系 運 転 を 行 う こ と で 余 剰 電 力 配 分 制 御 動 作 を 実 行 可 能 に
し 、 そ の 結 果 、 急 激 な 出 力 変 動 を 防 止 す る こ と で 燃 料 電 池 自 体 の 劣 化 を 確 実 に 防 止 す る こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ
ム に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 実 施 の 形 態 を 示 す 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム
内 部 の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に 示 す 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム １ は 、 燃 料 電 池 で 電 力 を 発 電 す る 燃
料 電 池 発 電 機 ２ と 、 商 用 電 源 で 構 成 す る 第 一 系 統 ３ と 、 燃 料 電 池 発 電 機 ２ 及 び 第 一 系 統 ３
間 に 配 置 さ れ た 、 例 え ば 家 電 機 器 等 の 一 般 負 荷 ４ と 、 第 一 系 統 ３ の 停 電 時 に 起 動 を 開 始 す
る 第 二 系 統 ５ と 、 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム １ 全 体 を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ
６ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 燃 料 電 池 発 電 機 ２ は 、 第 一 系 統 ３ か ら の 電 力 供 給 で 、 例 え ば 天 然 ガ ス や 灯 油 等 の 燃 料 を
改 質 し て 水 素 を 抽 出 す る 改 質 器 等 の 補 機 ２ Ａ と 、 こ の 水 素 と 空 気 中 の 酸 素 と を 反 応 さ せ る
こ と で 直 流 電 力 を 発 電 す る 燃 料 電 池 ２ Ｂ と 、 燃 料 電 池 ２ Ｂ 及 び 第 一 系 統 ３ 間 に 配 置 さ れ 、
燃 料 電 池 ２ Ｂ か ら の 直 流 電 力 を 交 流 電 力 に 変 換 す る パ ワ コ ン 装 置 ２ Ｃ と を 有 し 、 パ ワ コ ン
装 置 ２ Ｃ は 、 燃 料 電 池 ２ Ｂ 及 び 第 一 系 統 ３ 間 の 連 系 運 転 を 実 行 し て 交 流 電 力 を 一 般 負 荷 ４
に 供 給 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 第 二 系 統 ５ は 、 直 流 電 力 を 蓄 積 し た 第 二 系 統 側 バ ッ テ リ ５ Ａ と 、 第 二 系 統 側 バ ッ
テ リ ５ Ａ か ら の 直 流 電 力 を 交 流 電 力 に 変 換 出 力 す る 第 二 系 統 側 パ ワ コ ン 装 置 ５ Ｂ と を 有 し
て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ は 、 通 信 ラ イ ン ６ Ａ を 通 じ て 燃 料 電 池 発 電 機 ２ 及 び 第 二 系 統 ５ と
通 信 し 、 こ れ ら 燃 料 電 池 発 電 機 ２ 及 び 第 二 系 統 ５ を 制 御 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム １ で は 、 パ ワ コ ン 装 置 ２ Ｃ 及 び 一 般 負 荷
４ 間 を 電 気 的 に 接 続 す る 第 １ 接 点 ス イ ッ チ ７ Ａ と 、 パ ワ コ ン 装 置 ２ Ｃ 及 び 第 二 系 統 ５ 間 を
電 気 的 に 接 続 す る 第 ２ 接 点 ス イ ッ チ ７ Ｂ と 、 パ ワ コ ン 装 置 ２ Ｃ 及 び 第 一 系 統 ３ 間 を 電 気 的
に 接 続 す る 第 ３ 接 点 ス イ ッ チ ７ Ｃ と 、 パ ワ コ ン 装 置 ２ Ｃ 及 び ダ ミ ー 負 荷 ８ 間 を 電 気 的 に 接
続 す る 余 剰 電 力 配 分 制 御 用 ス イ ッ チ ９ と を 有 し 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ は 、 第 １ 接 点 ス イ ッ チ ７
Ａ 、 第 ２ 接 点 ス イ ッ チ ７ Ｂ 、 第 ３ 接 点 ス イ ッ チ ７ Ｃ 及 び 余 剰 電 力 配 分 制 御 用 ス イ ッ チ ９ を
Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ は 、 例 え ば 燃 料 電 池 ２ Ｂ 及 び 第 一 系 統 ３ 間 の 連 系 運 転 中 に お い て
パ ワ コ ン 装 置 ２ Ｃ の 出 力 電 力 が 一 般 負 荷 ４ の 消 費 電 力 を 上 回 る 場 合 、 そ の 余 剰 電 力 を ダ ミ
ー 負 荷 ８ に 電 力 供 給 す べ く 、 余 剰 電 力 配 分 制 御 用 ス イ ッ チ ９ を Ｏ Ｎ 制 御 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 燃 料 電 池 発 電 機 ２ 内 部 の パ ワ コ ン 装 置 ２ Ｃ は 、 燃 料 電 池 ２ Ｂ 及 び 第 一 系 統 ３ 間 の
連 系 運 転 中 に 第 一 系 統 ３ 側 の 停 電 を 監 視 す る 停 電 検 出 部 ２ １ を 備 え 、 停 電 検 出 部 ２ １ に て
第 一 系 統 ３ 側 の 停 電 を 検 出 す る と 、 通 信 ラ イ ン ６ Ａ を 通 じ て 停 電 検 出 信 号 を コ ン ト ロ ー ラ
６ に 通 知 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ は 、 停 電 検 出 信 号 を 検 出 す る と 、 第 二 系 統 ５ を 起 動 さ せ る べ く
、 起 動 信 号 を 第 二 系 統 ５ に 出 力 す る と 共 に 、 第 一 系 統 ３ の 停 電 時 に 系 統 電 圧 を 監 視 し 、 系
統 電 圧 を 検 知 す る と 、 第 一 系 統 ３ 側 の 停 電 復 旧 で あ る と 判 断 し て 、 通 信 ラ イ ン ６ Ａ を 通 じ
て 第 二 系 統 ５ に 停 止 信 号 を 出 力 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 尚 、 請 求 項 記 載 の 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム は 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ
ョ ン シ ス テ ム １ 、 燃 料 電 池 は 燃 料 電 池 ２ Ｂ 、 第 一 系 統 は 第 一 系 統 ３ 、 一 般 負 荷 は 一 般 負 荷
４ 、 パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ 装 置 は パ ワ コ ン 装 置 ２ Ｃ 、 補 機 は 補 機 ２ Ａ 、 停 電 検 出 手 段 は 停
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電 検 出 部 ２ １ 及 び コ ン ト ロ ー ラ ６ 、 第 二 系 統 は 第 二 系 統 ５ 、 制 御 手 段 は コ ン ト ロ ー ラ ６ 、
蓄 電 池 は 第 二 系 統 側 バ ッ テ リ ５ Ａ 、 第 二 系 統 側 パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ 装 置 は 第 二 系 統 側 パ
ワ コ ン 装 置 ５ Ｂ 、 停 電 復 旧 検 出 手 段 は コ ン ト ロ ー ラ ６ 、 切 替 手 段 は 第 ３ 接 点 ス イ ッ チ ７ Ｃ
に 相 当 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 本 実 施 の 形 態 を 示 す 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム １ の 動 作 に つ い て 説 明
す る 。 図 ２ は 本 実 施 の 形 態 を 示 す 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム １ の 停 電 ・ 復 旧
処 理 に 関 わ る コ ン ト ロ ー ラ ６ の 処 理 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ に 示 す 停 電 ・ 復 旧 処 理 と は 、 燃 料 電 池 ２ Ｂ 及 び 第 一 系 統 ３ 間 の 連 系 運 転 中 に 第 一 系
統 ３ 側 の 停 電 を 検 出 す る と 、 第 二 系 統 ５ か ら 補 機 ２ Ａ に 電 力 を 供 給 し て 燃 料 電 池 ２ Ｂ 及 び
第 二 系 統 ５ 間 の 連 系 運 転 を 開 始 す る と 共 に 、 燃 料 電 池 ２ Ｂ 及 び 第 二 系 統 ５ 間 の 連 系 運 転 中
に 第 一 系 統 ３ 側 の 停 電 復 旧 を 検 出 す る と 、 第 一 系 統 ３ か ら 補 機 ２ Ａ へ の 電 力 供 給 を 再 開 し
て 燃 料 電 池 ２ Ｂ 及 び 第 一 系 統 ３ 間 の 連 系 運 転 を 再 開 す る 処 理 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ に お い て コ ン ト ロ ー ラ ６ は 、 第 一 系 統 ３ 及 び 燃 料 電 池 ２ Ｂ 間 の 連 系 運 転 中 に 、 通 信
ラ イ ン ６ Ａ を 通 じ て パ ワ コ ン 装 置 ２ Ｃ か ら 停 電 検 出 信 号 を 検 出 し た か 否 か を 判 定 す る （ ス
テ ッ プ Ｓ １ １ ） 。 尚 、 パ ワ コ ン 装 置 ２ Ｃ 内 部 の 停 電 検 出 部 ２ １ は 、 第 一 系 統 ３ 側 の 停 電 を
検 出 す る と 、 停 電 検 出 信 号 を コ ン ト ロ ー ラ ６ に 通 知 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ ６ は 、 停 電 検 出 信 号 を 検 出 し た と 判 定 さ れ る と 、 通 信 ラ イ ン ６ Ａ を 通 じ て
第 二 系 統 ５ に 対 し て 起 動 開 始 を 促 す 起 動 信 号 を 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ） 。 尚 、 第 二 系
統 ５ は 、 起 動 信 号 を 検 出 す る と 、 第 二 系 統 側 バ ッ テ リ ５ Ａ 及 び 第 二 系 統 側 パ ワ コ ン 装 置 ５
Ｂ を 起 動 し て 第 二 系 統 側 パ ワ コ ン 装 置 ５ Ｂ の 自 立 運 転 を 開 始 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ は 、 パ ワ コ ン 装 置 ２ Ｃ 及 び 第 一 系 統 ３ 間 を 電 気 的 に 遮 断 す べ く
、 第 ３ 接 点 ス イ ッ チ ７ Ｃ を Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ） 。 尚 、 第 ３ 接 点 ス イ ッ チ ７
Ｃ の Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 は 、 第 一 系 統 ３ 側 の 停 電 復 旧 に 伴 う 過 電 圧 保 護 の た め で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ ら に 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ は 、 パ ワ コ ン 装 置 ２ Ｃ 及 び 一 般 負 荷 ４ 間 を 電 気 的 に 遮 断 す べ く
、 第 １ 接 点 ス イ ッ チ ７ Ａ を Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 す る と 共 に 、 パ ワ コ ン 装 置 ２ Ｃ 及 び 第 二 系 統 ５ 間 を
電 気 的 に 接 続 す べ く 、 第 ２ 接 点 ス イ ッ チ ７ Ｂ を Ｏ Ｎ 制 御 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ） 。 尚 、 第
１ 接 点 ス イ ッ チ ７ Ａ の Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 は 、 第 二 系 統 ５ に 対 す る 過 負 荷 防 止 の た め で あ る 。 ま た
、 第 ２ 接 点 ス イ ッ チ ７ Ｂ の Ｏ Ｎ 制 御 は 、 第 二 系 統 側 パ ワ コ ン 装 置 ５ Ｂ か ら の 交 流 電 力 を 補
機 ２ Ａ に 電 力 供 給 し 、 そ の 結 果 、 補 機 ２ Ａ の 電 力 供 給 に 応 じ て 、 燃 料 電 池 ２ Ｂ は 発 電 動 作
を 再 開 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 燃 料 電 池 発 電 機 ２ 内 の パ ワ コ ン 装 置 ２ Ｃ は 、 燃 料 電 池 ２ Ｂ 及 び 第 二 系 統 ５ 間 の
連 系 運 転 を 開 始 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ し て 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ は 、 パ ワ コ ン 装 置 ２ Ｃ に よ る 燃 料 電 池 ２ Ｂ 及 び 第 二 系 統 ５ 間 の
連 系 運 転 を 開 始 す る と 、 パ ワ コ ン 装 置 ２ Ｃ 及 び 一 般 負 荷 ４ 間 を 電 気 的 に 接 続 す べ く 、 第 １
接 点 ス イ ッ チ ７ Ａ を Ｏ Ｎ 制 御 す る こ と に な る (ス テ ッ プ Ｓ １ ５ )。 こ の 際 、 パ ワ コ ン 装 置 ２
Ｃ は 、 燃 料 電 池 ２ Ｂ 及 び 第 二 系 統 ５ 間 の 連 系 運 転 中 で あ る た め 、 例 え ば 一 般 負 荷 ４ の 負 荷
量 が 減 少 し た と し て も 、 燃 料 電 池 ２ Ｂ の 出 力 を 変 動 さ せ る こ と な く 、 余 剰 電 力 配 分 制 御 用
ス イ ッ チ ９ を Ｏ Ｎ 制 御 す る こ と で 、 そ の 余 剰 電 力 を ダ ミ ー 負 荷 ８ に 供 給 す る 余 剰 電 力 配 分
制 御 動 作 を 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ は 、 第 一 系 統 ３ 側 が 停 電 中 で あ っ て も 、 第 一 系 統 ３ 側 の 系 統 電 圧
を 監 視 し て 、 同 系 統 電 圧 を 検 知 し た か 否 か を 判 定 す る (ス テ ッ プ Ｓ １ ６ )。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ ６ は 、 第 一 系 統 ３ 側 の 系 統 電 圧 を 検 知 し た と 判 定 さ れ る と 、 第 一 系 統 ３ 側
の 停 電 が 復 旧 し た も の と 判 断 し 、 パ ワ コ ン 装 置 ２ Ｃ 及 び 一 般 負 荷 ４ 間 を 電 気 的 に 遮 断 す べ
く 、 第 １ 接 点 ス イ ッ チ ７ Ａ を Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 、 パ ワ コ ン 装 置 ２ Ｃ 及 び 第 二 系 統 ５ 間 を 電 気 的 に
遮 断 す べ く 、 第 ２ 接 点 ス イ ッ チ ７ Ｂ を Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 、 パ ワ コ ン 装 置 ２ Ｃ 及 び 第 一 系 統 ３ 間 を
電 気 的 に 接 続 す べ く 、 第 ３ 接 点 ス イ ッ チ ７ Ｃ を Ｏ Ｎ 制 御 す る  (ス テ ッ プ Ｓ １ ７ )。 尚 、 第
１ 接 点 ス イ ッ チ ７ Ａ の Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 は 、 第 二 系 統 ５ に 対 す る 過 負 荷 防 止 の た め で あ る 。 第 ２
接 点 ス イ ッ チ ７ Ｂ の Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 は 、 第 二 系 統 ５ か ら 補 機 ２ Ａ に 対 す る 電 力 の 供 給 を 停 止 す
る た め で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 第 ３ 接 点 ス イ ッ チ ７ Ｃ の Ｏ Ｎ 制 御 は 、 停 電 復 旧 し た 第 一 系 統 ３ か ら 補 機 ２ Ａ へ の
電 力 供 給 を 再 開 し 、 そ の 結 果 、 補 機 ２ Ａ の 電 力 供 給 に 応 じ て 、 燃 料 電 池 ２ Ｂ は 発 電 動 作 を
継 続 す る こ と に な る 。 そ し て 、 燃 料 電 池 発 電 機 ２ 内 の パ ワ コ ン 装 置 ２ Ｃ は 、 燃 料 電 池 ２ Ｂ
及 び 第 一 系 統 ３ 間 の 連 系 運 転 を 再 開 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ は 、 通 信 ラ イ ン ６ Ａ を 通 じ て 第 二 系 統 ５ に 対 し て 停 止 信 号 を 出 力
す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ） 。 尚 、 第 二 系 統 ５ は 、 停 止 信 号 を 検 出 す る と 、 第 二 系 統 側 バ ッ テ
リ ５ Ａ 及 び 第 二 系 統 側 パ ワ コ ン 装 置 ５ Ｂ の 運 転 を 停 止 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 さ ら に 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ は 、 パ ワ コ ン 装 置 ２ Ｃ 及 び 一 般 負 荷 ４ 間 を 電 気 的 に 接 続 す べ く
、 第 １ 接 点 ス イ ッ チ ７ Ａ を Ｏ Ｎ 制 御 す る こ と で （ ス テ ッ プ Ｓ １ ９ ） 、 こ の 処 理 動 作 を 終 了
す る 。 こ の 際 、 パ ワ コ ン 装 置 ２ Ｃ は 、 燃 料 電 池 ２ Ｂ 及 び 第 一 系 統 ３ 間 の 連 系 運 転 中 で あ る
た め 、 例 え ば 一 般 負 荷 ４ の 負 荷 量 が 減 少 し た と し て も 、 燃 料 電 池 ２ Ｂ の 出 力 を 変 動 さ せ る
こ と な く 、 余 剰 電 力 配 分 制 御 用 ス イ ッ チ ９ を Ｏ Ｎ 制 御 す る こ と で 、 そ の 余 剰 電 力 を ダ ミ ー
負 荷 ８ に 供 給 す る 余 剰 電 力 配 分 制 御 動 作 を 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に て 停 電 検 出 信 号 を 検 出 し た の で な け れ ば 、
こ の 処 理 動 作 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 第 一 系 統 ３ 側 の 停 電 を 検 出 す る と 、 第 一 系 統 ３ か ら 第 二 系 統 ５
に 切 替 え て 、 第 二 系 統 ５ か ら 補 機 ２ Ａ に 電 力 を 供 給 し 、 補 機 ２ Ａ へ の 電 力 供 給 に 応 じ て 、
燃 料 電 池 ２ Ｂ 及 び 第 二 系 統 ５ 間 の 連 系 運 転 を 開 始 す る こ と で 余 剰 電 力 配 分 制 御 動 作 を 実 行
可 能 に し た の で 、 第 一 系 統 ３ 側 で 停 電 が 発 生 し た と し て も 、 連 系 運 転 を 行 う こ と で 余 剰 電
力 配 分 制 御 動 作 を 実 行 可 能 に し 、 そ の 結 果 、 急 激 な 出 力 変 動 を 防 止 す る こ と で 燃 料 電 池 ２
Ｂ 自 体 の 劣 化 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 第 二 系 統 ５ 側 で は 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ か ら の 指 示 に 基 づ き
起 動 し 、 第 二 系 統 側 パ ワ コ ン 装 置 ５ Ｂ か ら 交 流 電 力 を 補 機 ２ Ａ に 供 給 す る よ う に し た の で
、 第 一 系 統 ３ 側 で 停 電 が 発 生 し た と し て も 、 補 機 ２ Ａ の 稼 動 を 継 続 し 、 そ の 結 果 、 燃 料 電
池 ２ Ｂ の 発 電 動 作 を 継 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 第 一 系 統 ３ 側 の 停 電 復 旧 を 検 出 す る と 、 第 二 系 統 ５ か ら
第 一 系 統 ３ に 切 替 え て 、 第 一 系 統 ３ か ら 補 機 ２ Ａ に 交 流 電 力 を 供 給 し 、 補 機 ２ Ａ へ の 電 力
供 給 に 応 じ て 、 燃 料 電 池 ２ Ｂ 及 び 第 一 系 統 ３ 間 の 連 系 運 転 を 再 開 す る こ と で 余 剰 電 力 配 分
制 御 動 作 を 実 行 可 能 に し た の で 、 第 一 系 統 ３ 側 が 停 電 復 旧 し た 場 合 、 燃 料 電 池 ２ Ｂ 及 び 第
一 系 統 ３ 間 の 連 系 運 転 を 再 開 し て 余 剰 電 力 配 分 制 御 動 作 を 実 行 可 能 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 第 一 系 統 ３ 側 の 停 電 を 検 出 す る と 、 パ ワ コ ン 装 置 ２ Ｃ 及
び 第 一 系 統 ３ 間 の 電 気 的 接 続 を 遮 断 す べ く 、 第 ３ 接 点 ス イ ッ チ ７ Ｃ を Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 す る よ う
に し た の で 、 第 一 系 統 ３ 側 の 停 電 復 旧 に 伴 う 過 電 圧 保 護 を 図 る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ５ 】
　 尚 、 上 記 実 施 の 形 態 に お い て は 、 補 機 ２ Ａ と し て 改 質 器 を 例 に 挙 げ て 説 明 し た が 、 燃 料
電 池 ２ Ｂ を 稼 動 さ せ る に 必 要 な 機 器 、 例 え ば 燃 料 電 池 ２ Ｂ 内 の 水 素 と 酸 素 と の 反 応 で 生 じ
る 熱 を 回 収 す る 熱 回 収 器 や 、 ポ ン プ 、 ブ ロ ワ 、 弁 類 、 セ ン サ や 流 量 計 等 の 補 機 で あ っ て も
、 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 の 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム に よ れ ば 、 系
統 側 で 停 電 が 発 生 し た と し て も 、 自 立 運 転 で は な く 、 連 系 運 転 を 行 う こ と で 余 剰 電 力 配 分
制 御 動 作 を 実 行 可 能 に し 、 そ の 結 果 、 急 激 な 出 力 変 動 を 防 止 す る こ と で 燃 料 電 池 自 体 の 劣
化 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る た め 、 例 え ば 補 機 を 使 用 す る 、 天 然 ガ ス や 灯 油 等 の 燃 料
電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム に 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム 内 部 の 概 略 構
成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 の 形 態 を 示 す 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム の 停 電 ・ 復 旧 処 理 に
関 わ る コ ン ト ロ ー ラ の 処 理 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 １ 　 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム
　 ２ Ａ 　 補 機
　 ２ Ｂ 　 燃 料 電 池
　 ２ Ｃ 　 パ ワ コ ン 装 置 （ パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ 装 置 ）
　 ３ 　 第 一 系 統
　 ４ 　 一 般 負 荷
　 ５ 　 第 二 系 統
　 ５ Ａ 　 第 二 系 統 側 バ ッ テ リ （ 蓄 電 池 ）
　 ５ Ｂ 　 第 二 系 統 側 パ ワ コ ン 装 置 （ 第 二 系 統 側 パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ 装 置 ）
　 ６ 　 コ ン ト ロ ー ラ （ 制 御 手 段 ）
　 ７ Ｃ 　 第 ３ 接 点 ス イ ッ チ （ 切 替 手 段 ）
　 ２ １ 　 停 電 検 出 部 （ 停 電 検 出 手 段 、 停 電 復 旧 検 出 手 段 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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